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１．研究計画の概要 

本研究は、米国とムスリムと社会の関係が

今後の 21 世紀の国際関係の展開において極

めて重要な位置を占めるであろうとの認識

に基づき、米国内ムスリム市民の政治的志向

および政治行動に注目し、これらが米国の対

外政策、特に対中東・イスラーム地域政策に

どのような影響を与えているのかについて

分析するものである 

本研究において最も重要な題材となるの

が、2008 年の米国大統領選挙である。大統

領選挙期間は米国内が最も「政治化」される

時期であり、国内諸勢力・諸派の政治的志向

と政治行動が最も顕著に表出される時期で

もある。また米国で年々政治的影響力を増し

ている米国内ムスリム市民の動向は大統領

選挙の結果に少なからず影響を与えるもの

と予測される。このように、この時期の米国

内ムスリムの動向をリアルタイムで追跡す

ることにより収集・蓄積された実証的なデー

タは、来るべき米国新政権の国内外のイスラ

ーム社会に対する諸政策を評価するひとつ

の重要な指標となるであろう。 

平成 19 年度には、研究に関連する文献の

収集と情報整理、高速ネットワーク接続が可

能なパソコン使用によるウェブ上で入手可

能なデータの収集と整理、在米研究者あるい

は研究機関からの資料・情報提供の依頼、予

備的な訪問調査を行う。平成 20 年度には、

引き続き、パソコン使用によるデータ収集と

整理、現地調査による資料・情報の収集、在

米研究者からのヒアリングおよび研究機関

への訪問を行う。平成 21 年度には、これま

での作業に加えて、大統領選挙の結果に対す

るムスリム諸組織の反応と今後の対応を主

たる調査対象とする。最終年度となる平成 22

年度には、収集した資料・情報の分析と、こ

れに基づいた研究論文の執筆、研究論文の投

稿、学会または研究会での口頭発表、および

在米研究者との意見交換、研究成果に対する

コメント・批判などフィードバックを取り入

れた再検討・再考察、最終的な研究成果のと

りまとめをおこなう。 
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２．研究の進捗状況 

現時点（平成 22 年 5 月）での研究の進捗

状況は、概ね研究計画のタイムスケジュール

に沿ったものになっている。書籍を中心とす

る紙媒体の文献･資料収集、およびパソコン

使用によるウェブ上で入手可能なデータの

収集と整理も順調に進んでいる。前者につい

ては、内容の重要度と適合度に応じて分類･

配置され、後者については、パソコンの検索

システムを活用することで、必要となる関連

情報がパソコンのハードディスクから取り

出せるようになっている。今年度（平成 22

年度）は、これらの各種文献と資料に基づい

た最終報告を作成する年度であり、現在包括

的な分析に取りかかっている。 

 

３．現在までの達成度 

研究は概ね順調に進展している。ただし、

上記2.にあるように、厳密には研究のための

インプット（入力）に力点が置かれた状況に

ある。すなわち、研究に必要な各種データと

資料は概ね手元にそろいつつあるが、これを

包括的に分析し、第三者からの評価を得るた

めのアウトプット（出力）は十分ではない。

また雑誌論文による成果（下記）は限定的で

あり、研究内容の深化に必要な他の研究者か

らのフィードバックもまだ足りないと思われ

る。このように、研究のアウトプット面での

達成度は必ずしも十分なものではないことを

認識している。 

 

４．今後の研究の推進方策 

上記 3.の状況をふまえて、今年度内に可能な

範囲で外部への研究成果の発表・報告をおこ

ないたい。小規模の研究会、あるいは同分野

の研究会での個別報告として、他の研究者ら

の批評あるいはフィードバックを得られる

ようにしたい。このようなやりとりを経た後

に、研究内容の補強あるいは修正をおこない、

専門的な論評に耐えうるような研究成果に

まとめたいと考える。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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